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菅生選手権 第2戦 スポーツランドＳＵＧＯ

株式会社ドッグファイトレーシング

DOGFIGHTRACING Road Race Result
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DOGFIGHTRACING Road Race Result



レース
Race

開幕戦の決勝で大転倒を喫した梶山選手。怪我は大したことが無く一安心でしたがマシンが
大破してしまい修復に時間を取られてしまいました。走行スケジュールとの兼ね合いで第２
戦の前日練習のみで予選決勝に臨むことになりました。

今回は第1戦のような全日本選手権に参戦しているトップライダーの参戦は無く、地元ライダ
ー達のみのエントリーの為、参加台数は8台と寂しいグリッドでしたが、来年を見据えたテス
トとして確実に目標タイムを詰めビックバイクでのレース経験を積み上げてゆく大事なレー
スです。

公式練習では徐々に感覚を取り戻しながら周回を重ねます。この日は菅生も猛暑日で気温32
度、路面温度60度を超える厳しいコンディションでしたが3本目の最後の走行で自己ベストの
0.5秒落ちで周回できるようになり徐々に本来の走りを取り戻しつつあるようでした。

本人は「まだ全然リズムが嚙み合わない？？？」と悩んでおりましたが、しっかりと休息を
とることも大切なので早々に切り上げて翌日の予選と決勝に向け体調を整えて臨みました。
そのレース結果をご報告いたします。

トンベイ名 ： 菅生選手権 第２戦

開 催 日 ： 2022年7月3日

レース結果 ： ST600  ＃8 梶山采千夏 予選 4位（ｲﾝﾀｰｸﾗｽ2位） 決勝

WEBﾘｻﾞﾙﾄ ： https://www.sportsland-sugo.co.jp/results/two/post_05332.html



レース
Race

公式予選
午前中の公式予選は路面温度が既に５８度と厳しいコンディションの中でスタート。梶山はペースの速いライ
ダーに引っ張られる形で３周目には自己ベストとほぼ同じ１分３５秒６２を記録して３番手に。その後１台に
抜かれて４番手に後退します。予選の中盤は単独での走行となりペースが上がらずタイムも伸びませんでした
が、予選終了間際のラストアタックでは単独で３５秒台でを記録して来ました。最後の最後に本来の走りを取
り戻しつつあるようです。今回の予選は路面温度が高く、ブレーキで止まり切れず思うようなラインで走れな
かったところが目立ちましたが修正できれば２番手争いに加われるポジションですので午後の決勝に向け良い
流れで予選を終える事が出来ました。

決勝
スタートで出遅れた梶山ですが1コーナーで上手いライン取りで3番手にジャンプアップ。2周目には渡辺選手に
抜かれて4番手に後退します。そこから徐々に離されてしまいますが５周目を超えたところから逆にその差を詰
めて行き渡辺選手の背後に迫ります。このまま抜き返せるかと思った10周目に赤旗が出てしまいレースが中断。
9周終了時点からの再レースとなり残り6周で2ヒート目が再開される事になりました。
2ヒート目のスタートは上手く決まり3番手に浮上。しかし2周目に再び渡辺選手に交わされてしまい4番手に後
退。残り周回は４周しかなくそのままラストラップを迎えてしまいます。前を行く渡辺選手との差は0.8秒と抜
き返すには厳しい差でしたが采千夏は諦めることなくプッシュ。一気にその差を詰めて最終コーナー手前で渡
辺選手を交わして3番手でチェッカーを潜りました。

梶山選手コメント
「今回のレースでは前回の転倒もあり、慎重に完走を目指して挑んでいました。少ない時間の中で課題を見つ
けてタイムを出していくことはすごく大変でしたがいい勉強になりました。転んでしまった場所も克服するこ
とができ、リザルトも残すことができたので及第点かなと思っています。次戦ではもっと全日本に近いをタイ
ムを出しトップ争いができるよう練習を重ねていきたいです。
応援してくださった方々、ありがとうございました！またよろしくお願い致します！！」



コメント
Ofisyaru Comｍent

先ずは今回の目標の完走したことは◎。そしてラストラップまで諦めず攻めた走りと
負けん気は評価したいと思います。タイムが出ていないところと走りの未熟な点は
これから勉強です。

采千夏の決勝で見せる集中力は昨年から注目していた点です。 第１戦ではそれ
が行き過ぎてしまった部分もありますが、彼女の魅力であり最大の武器でもありま
すから、前回の転倒で弱気な走りになるのは嫌だなと心配していましたがそれも吹
き飛ばしてくれました。

参加台数は少ないレースでしたが、トップ2台はレベルも高く素晴らしいバトルをして
いました。残り2戦でこのトップバトルに近づけるよう梶山采千夏のチャレンジは続き
ます。
引き続き応援宜しくお願い致します。

次戦は９月と少しインターバルがあります。しっかりとトレーニングして更に一歩上を
目指して参ります！

ドッグファイトレーシング
代表 室井秀明



Gallery

ギャラリー

応援！ありがとうございます！



スポンサー

ご支援・ご協力を賜り誠に有難うございます。２０２２年も頑張ります！

竹中興運

有限会社ライフサポート


